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送る言葉
安田彰先生への送辞
Old professors never die. They just fade away.
北村 靖道＊
KITAMURA, Yasumichi
幼少より絵画が得意，学窓でロシア語を修め
JTB 社に就き，国の内外で活躍した後，官職を
経て亜細亜大学に奉ずること8年。「俳句」に通
じ，展覧会では「きり絵」や「版画」を発表，所
属する楽団で「フルート」を奏でる「書道」の達
人……といえばツーリズム業界の高名なジャーナ
リストでもある安田彰教授です。
1号館5階の研究室では，学生や卒業生を心か
らもてなす無料カフェを営業し大繁盛させる，亜
細亜大学の名物教授の隠れたエピソードを少しだ
けご紹介し私の送ることばといたします。
「大学教育はこうあるべきです」「いや，そのご
意見には反対です｣……教師としての在り方をめ
ぐり，安田先生の考えとある先生の意見は対立し
ていました。武蔵境の駅前レストランで18時に始
まった二人の先生の話し合いは閉店時間の20時に
なっても決着しません。「尊敬する安田先生のご
意見ではありますが，おいそれと同意するわけに
はいきません」と粘る相手の先生。「ではありま
すが，あなたのお考えは教育ではなく専門研究に
偏りすぎです」と一歩も引かない安田先生。レス
トランから場所を替えた24時間営業のバーで対話
は続きます。お二人ともにスジの通った意見です
から鋭く対立したままの論議は延々と続くのです。
やっと論争に決着がついたのは終電に間に合わな
い真夜中でした。
卒業式は2千人を超える人が体育館に集まる大
学の最も重要な式典です。ある年の卒業式は，社
会に出る嬉しさのあまりか学生の私語で来賓のス
ピーチも聞こえないほどのザワツキです。学生よ
り一段高い，壇上の教員席に座っていた安田先生
でしたが，すっくと立ち上がり「静かにしなさい。
入学式の時は静かだった君たちの4年間の大学教
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育の成果が，この程度とは情けない」と一喝した
のです。いつも学生に優しく，笑顔の絶えない温
厚な先生ですが，この時ばかりは鬼のような恐ろ
しい表情です。そのかん高い声は広い体育館のす
みずみに響きわたりました。
雨の日だけは大学前バス停の行列はとても長く
なります。一人でも多く乗れるよう，お互いに譲
り合うべき乗り合いバスなのに，先に乗り込んで
いた学生は少しも動こうとしません。「君たちは
それでも亜細亜大学の学生か。奥に詰めなさい，
譲り合いなさい」と声を荒げたのは安田先生でし
た。先生は，いつでもどこでも，学生を育てるチ
ャンスを見過ごしたりはしません。
安田先生とは同じ日に亜大に着任し，同じ日に
去ることになります。思い出多い8年間でしたが
安田先生ほどに，学部や学科の組織・国籍を超え
て真剣に学生を育てる教師を私は他に見たことが
ありません。また先生ほどに数多く酒席を愉しん
だ方も他においでになりません。これからは武蔵
境からチバリーヒルズに酒場を移しての末永いお
つき合いをお願いいたします。
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